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埼玉版 （No404） 
 
治安維持法犠牲者 

国家賠償要求同盟    

 埼 玉 県 本 部 
〒330-0063 

さいたま市浦和区高砂 

2-3-10 黒澤ビル３B 

電話 048-824-0094 

振替 00110-7-83245 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５
月
は
、
15
名
を
拡
大 

中
央
本
部
が
提
起
し
た
〝
２

万
人
の
同
盟
実
現
〟
に
向
け
３

月
か
ら
取
組
ん
で
い
る「
特
別
期

間
」
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
に
な
り

ま
し
た
。
埼
玉
県
の
同
盟
も
参

院
選
の
大
変
忙
し
い
中
で
す
が
、

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

の
上
映
運
動
と
結
ん
で「
会
員
拡

大
」
に
取
組
み
、
３
月
４
名
、
４

月
８
名
、
そ
し
て
５
月
は
、
此
れ

迄
１
ヶ
月
の
成
果
と
し
て
は
最
高

の
15
名
を
拡
大
し
、
県
総
会
が

決
め
た
４
百
名
迄
あ
と
32
名
と

な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の「
県
本
部
総
会
」

は
、
８
月
27
日
開
催
と
決
定
し

ま
し
た
。
昨
年
の
総
会
で
決
め
た

会
員
拡
大
は
じ
め
諸
課
題
の
達

成
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
し

ょ
う
。「
総
会
議
案
」
は
、
遅
く
も

８
月
号
「
不
屈
」
で
は
発
表
す
る

予
定
で
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
県
本
部
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

     
 

              

川
口
市「
千
代
子
上
映
会
」  

 
 

21
筆 

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合 

  

９
８
５
筆 

 

埼
玉
県
労
働
組
合
総
連
合
会 

１
４
２
筆 

私
立
学
校
教
職
員
組
合
連
合
会 

30
筆 

全
国
年
金
者
組
合
蓮
田
支
部 

 

13
筆 

日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

 
 

４
筆 

 
 

同 
  

 

西
部
地
区
委
員
会 

56
筆 

   

同 
 

東
部
南
地
区
委
員
会 

21
筆 

 
 

同 
  

東
部
北
地
区
委
員
会 

 

９
筆 

同 
  

 

西
南
地
区
委
員
会 

23
筆 

同 
  

 

中
部
地
区
委
員
会 

23
筆 

国
賠
同
盟 

行
田
・
羽
生
支
部 

 

87
筆 

 
 

 

同 
 

 
 

岩
槻
支
部 

 
 

 

１
２
０
筆 

同 
 

 

春
日
部
支
部 

 
  

１
１
９
筆 

【
団
体
署
名
】  

 
 

（
12
団
体
） 

戸
田
地
区
労
働
組
合
協
議
会
、
蕨
地
区
労

働
組
合
協
議
会
、
春
日
部
地
域
労
働
組
合

連
合
会
、
蕨
市
教
職
員
組
合
、
同 

桶
川

市
、
同
伊
奈
町
、
同
北
本
市
、
同
北
足
立

北
支
部
、
同
埼
葛
支
部
春
日
部
単
組
、
全

日
本
年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部
、
同 

蓮

田
支
部
、
国
賠
同
盟
行
田
・
羽
生
支
部
、 

署
名
合
計 

 

（ 

５
月
31
日
現
在
） 

 
 

 
    

個
人
署
名 

  
 

５
４
６
４
筆 

 

 
 

 
   

 

団
体
署
名 

 
 

 
 

 

81
筆 

 

＊ 

右
記
の
署
名
数
が
、
今
年
度
の
署
名
の 

最
終
数
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

来
年
は
、
50
回
目
の「
国
会
請
願
」
と

な
り
ま
す
。
出
足
早
く
取
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。 

 

中
島 

正
悟 

 
 

春
日
部
市 

嶋
田 

道
雄 

   

熊
谷
市 

小
川 

美
穂
子  

熊
谷
市 

水
落 

 

正 
   

越
谷
市 

生
田
目
美
代
子 

越
谷
市 

山
崎 

 

淳 
   

川
口
市 

小
野 

由
美
子 

 

新
座
市 

黒
田 

み
き 

   

新
座
市 

石
島 

陽
子 

 
 

新
座
市 

嶋
田 

好
枝 

 
 

新
座
市 

小
野 

大
輔 

 
 

新
座
市 

佐
藤 

俊
廣 

 
 

所
沢
市 

平
野 

俊
子 

 
 

所
沢
市 

菅
原 

韋
子 

 
 

緑
区 

岸 
 

啓
介 

 
 

北
区 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
プ
ー

チ
ン
政
権
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
と
い
う
事
態
が
起
こ 

り
、
国
連
憲
章
に
も
と
づ
く

平
和
秩
序
の
乱
暴
き
わ
ま

る
蹂
躙
を
許
す
の
か
ど
う

か
、
重
大
な
岐
路
に
立
っ 

て
い
ま
す
▼
岸
田
政
権
は
こ
の
機
に
乗
じ 

て「
日
米
同
盟
の
強
化
」と
憲
法
９
条
を 

一
気
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
連 

総
会
で
は
、
圧
倒
的
多
数
で
ロ
シ
ア
の
侵 

略
を
断
罪
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し 

た
。
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
広
げ
て 

、
世
界 

中
の
国
ぐ
に
と
市
民
社
会
が 

「
ロ
シ
ア 

は
侵
略
や
め
よ
」 

「
国
連
憲
章
を
守
れ
」 

と
、
こ
の
一
点
で
声
を
あ
げ
、
力
を
合
わ 

る
こ
と
が
、
侵
略
を
止
め
る
一
番
の
力
に 

な
る
と
考
え
ま
す
▼
よ
く
一
部
か
ら「
九 

条
で
平
和
は
守
れ
る
か
」と
い
う
声
が
聞 

か
れ
ま
す
が
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め 

の
九
条
を
生
か
し
た
外
交
に
、
知
恵
と
力 

を
尽
く
す
こ
と
が
政
治
の
役
割
だ
と
考
え 

ま
す
▼
あ
ら
ゆ
る
紛
争
問
題
を
徹
底
的 

な
話
し
合
い
で
解
決
し
て
い
る
東
南
ア
ジ 

ア
諸
国
連
合
に
学
び
、
東
ア
ジ
ア
を
戦
争 

の
心
配
の
な
い
平
和
な
地
域
に
す
る
た
め 

の
９
条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
を
し
っ
か 

り
や
る
べ
き
で
す
。
ま
さ
に
９
条
の
出
番
の 

時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
（裕
） 

 

 

                          
 

 

 

 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

15
名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
個
人
署
名
】  

 
 

 
(

１
９
３
３
筆) 

望
月 

た
け
し 

 
 

越
谷
市 

 
 

21
筆 

 
佐
藤 

俊
廣 

 
 

 

所
沢
市    

20
筆 

 
草
鹿 

光
世 

 
 

 

所
沢
市    

10
筆 

田
中 
久
子     

所
沢
市    

35
筆 

 

加
藤 
武
美     

狭
山
市 

 
 

10
筆 

岩
田 

治
樹 

 
 

 

上
尾
市 

 
 

23
筆 

菅
原 

明 
 

さ
い
た
ま
緑
区 

 

27
筆 

高
田 

哲
郎 

 

小
鹿
野
町 

 

１
０
５
筆 

鈴
木 

恵
子 

 
 

戸
田
市 

 
 

 

12
筆 

大
宮
平
和
美
術
展 

 
 

   
 

 

17
筆 

 与
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

創
立
以
来
「
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許

さ
な
い
」
為
に
頑
張
っ
て
い
る「
国
賠
同
盟
」

の
役
割
を
紹
介
し
な
が
ら
国
賠
同
盟
へ
の
入

会
を
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

「全
国
大
会
」に
、
埼
玉
県
か
ら 

４
名
の
代
議
員
・評
議
員
参
加 

６
月
12
日
、
13
日
両
日
、
第
40
回
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
埼
玉
県
か
ら

は
３
名
の
代
議
員
と
評
議
員
１
名
が
参
加

し
ま
す
。
既
に「
大
会
議
案
」
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦

争
下
、「
戦
争
か
平
和
か
」
が
大
き
く
問
わ

れ
る
今
日
の
情
勢
の
下
、
あ
ら
た
め
て「
国

賠
同
盟
」
の
存
在
意
義
と
役
割
を
自
覚
し

て
強
大
な
同
盟
め
ざ
し
て
奮
闘
を
・・・
。 

埼
玉
の
こ
れ
か
ら
の
上
映
会
は
、
参
院

選
後
を
含
め
現
在
９
ヶ
所
（
４
頁
に
上
映

案
内
掲
載
）
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
県
目

標
の
30
ヶ
所
５
千
人
に
向
け
計
画
を
具

体
化
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

 

参
院
選
目
前 

〝
改
憲
勢
力
に
痛

打
を
与
え
よ
う
〟 

「上
映
会
」で 

矢
島
恒
夫
会
長
が
訴
え
・・・ 

９
日
行
わ
れ
た「
埼
玉
会
館
」
で
の
上

映
会
で
、
埼
玉
上
映
実
行
委
員
会
の
代

表
で
も
あ
る
矢
島
恒
夫
同
盟
会
長
が
、

上
映
に
先
立
ち
主
催
者
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争

下
で
の
上
映
運
動
の
成
功
を
強
調
、
こ
の

機
に
乗
じ
て
大
軍
拡
を
進
め
よ
う
と
す

る
岸
田
内
閣
を
糾
弾
し
、
目
前
に
迫
っ
た

参
議
院
選
挙
で「
改
憲
勢
力
に
痛
打
を 

「
特
別
期
間
」（
６
月
末
迄
）
と

県
本
部
総
会
（
８
月
27
日
）の

成
功
め
ざ
し
、
「
４
百
名
の

県
同
盟
実
現
」
に
全
力
を 

各
地
の
「上
映
会
」成
功
を
力
に 

埼
玉
30
ヶ
所
上
映
運
動
更
に‥

 
 

４
月
15
日
か
ら
全
国
一
斉
に
は
じ
ま

っ
た
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
ー
伊

藤
千
代
子
の
生
涯
」
の
上
映
会
は
、
ど
の

会
場
も
予
想
を
超
え
る
人
々
を
集
め
る

な
ど
し
て
、
観
ら
れ
た
方
に
は
大
き
な

感
動
を
与
え
〝
「
千
代
子
」
の
生
き
方
〟

へ
の
共
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

埼
玉
県
で
の
上
映
会
も
、
こ
れ
迄
４

月
23
日
の
川
口
市
３
１
４
名
、
５
月
４

日
、
草
加
市
２
５
３
名
、
７
日
行
田
市
３

１
９
名
、
そ
し
て
、
全
県
で
取
り
組
ん
だ

埼
玉
会
館
で
の
上
映
会
に
は
５
７
８
名
。

ま
た
、「
深
谷
シ
ネ
マ
」
は
12
日
間
で
４
６

０
人
も
の
入
場
者
が
あ
り
、
大
き
な
成

功
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。 

映
画
「わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」上
映
運
動
、
全
国
大
会
を
成
功

さ
せ
、
参
院
選
で
は
改
憲
勢
力
に
痛
打
を
与
え
よ
う
！ 

 

第
57
回
県
本
部
総
会
の
開
催 

日
時
： 

８
月
27
日
（土
）
14
時
～ 

場
所
：
さ
い
た
ま
共
済
会
館
（
浦
和
区
） 

 ＊
総
会
に
先
立
ち
、
県
理
事
会
を
開
催
し 

ま
す
。
県
役
員
（
三
役
、
常
任
理
事
、 

理
事
）
の
方
は
、
万
障
繰
り
合
わ
せ
て 

ご
出
席
下
さ
い
。 

 

日
時
・・８
月
10
日
（水
）
13
時
30
分 

 

場
所
・
・黒
澤
ビ
ル
３
階 

コ
ラ
ボ
21 

 
 国

会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

映画〝わが青春つきるとも〟伊藤千代子の生涯 

    埼玉上映案内      （5月31日現在） 

●６月１１日（土）新所沢公民館ホール   

●６月２６日（日）埼玉ときわ会館他 （埼労連上映会） 

●７月３０日（土）越谷市中央市民会館劇場  

●８月１１日（木・祝）熊谷市立文化会館ホール   

●８月１4日（日）狭山市民会館ホール 

●８月26日（金）岩槻市民会館ホール 

●8月13日（土）蕨市立文化ホール 

●９月２4日（土）上尾市コミュニティセンター 

●10月2日（日）戸田市新曽福祉センター大ホール 

 

「治
安
維
持
法
と
現
代
」春
号
発
売
中 

春
・秋
の
年
二
回
発
行 

一
部 

千
円 

「定
期
購
読
者
」受
付
中
で
す
。 

申
込
は
小
池
（090-8440-1571

）
迄  
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経
て
大
宮
郷
に
入
る
。
こ
こ
で
は
田
代
栄

助
ら
が
い
る
秩
父
郡
役
所
を
警
備
。 

 

三
日
、
乙
隊
に
属
し
て
皆
野
村
に
進

み
、
親
鼻
の
渡
し
場
を
守
備
す
る
が
、
四

日
に
は
本
野
上
か
ら
出
牛
峠
を
越
え
て
児

玉
に
向
か
い
、
深
夜
に
金
屋
で
東
京
鎮
台

兵
と
銃
撃
戦
を
交
え
る
。
駅
蔵
は
そ
の
時

の
状
況
を
訊
問
調
書
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

「
味
方
が
一
発
撃
つ
う
ち
、
敵
の
弾
丸

二
十
発
も
飛
ん
で
く
る
に
付
き
進
み
か
ね

て
い
る
と
、
敵
の
弾
丸
先
に
進
め
勧
め
と

指
揮
し
た
る
隊
長
分
に
当
た
り
た
ち
ま
ち

人
家
の
戸
の
傍
に
倒
れ
た
る
」 

 

銃
撃
戦
は
約
一
時
間
で
終
わ
り
、
そ
の

後
白
兵
戦
と
な
っ
た
。
困
民
党
側
は
六
名

が
戦
死
、
そ
の
後
仮
病
院
で
六
名
が
亡
く

な
っ
た
。
駅
蔵
は
逃
走
し
、
五
日
朝
自
宅
に

帰
り
、
一
三
日
自
首
。 

 

明
治
一
八
年
一
月
、
浦
和
重
罪
裁
判

所
は
駅
蔵
に
軽
懲
役
六
年
六
か
月
の
判
決

を
言
い
渡
し
た
。
二
年
後
の
一
二
月
二
四

日
、
浦
和
監
獄
で
獄
死
。
享
年
四
九
歳
だ

っ
た
。 

 

高
岸
家
の
墓
碑
の
墓
誌
に
は
駅
蔵
の
息

子
の
代
か
ら
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
駅
蔵

の
名
は
な
い
。
駅
蔵
の
遺
骨
は
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
の
更
生
園
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。 

 【
交
通
】西
武
秩
父
駅
よ
り
吉
田
元
気
村

行
き
バ
ス
で
万
年
橋
下
車 

           

  

  

 

       

 

 

青
年
劇
場
の
現
代
日
本
社
会
に
真
っ
正
面
か
ら
挑
む
骨
太

の
創
作
劇
は
、
何
時
も
共
感
を
も
っ
て
鑑
賞
し
て
い
る
。
第
１
２

７
公
演
、
心
理
の
勇
気
ー
戸
坂
潤
と
唯
物
論
研
究
会
ー
は
、

時
あ
た
か
も
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
泥
沼
化
し
て
い
る

最
中
で
の
公
演
と
あ
っ
て
、
か
つ
て
の
日
本
に
お
け
る
戦
時
下

の
戸
坂
潤
た
ち
の
た
た
か
い
を
ど
う
描
く
か
期
待
し
て
鑑
賞
し

た
。
公
演
の
宣
伝
チ
ラ
シ
に
は
、「
歴
史
は
繰
り
返
す
。
１
度
目

は
悲
劇
と
し
て
、
二
度
目
は
・・・
。
の
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
を
使
っ
て 

高
岸
善
吉
は「
困
民
党
ト
リ
オ
」
の
一
人

で
自
由
党
員
。「
紺
屋
の
善
吉
」
と
言
わ

れ
、
染
物
屋
を
副
業
と
し
て
営
ん
で
い

た
。
明
治
一
〇
年
に
は
信
州
安
曇
野
か

ら
山
繭
の
種
を
取
り
寄
せ
、
山
繭
の
飼
育

に
挑
戦
し
て
い
た
。
山
繭
の
値
段
は
現
在

で
も
普
通
の
繭
の
三
〇
倍
だ
と
い
う
。
し

か
し
、
こ
の
時
は
飼
育
に
失
敗
し
た
。 

 

明
治
一
六
年
末
、
善
吉
は
坂
本
宗
作
と

落
合
寅
市
と
と
も
に
秩
父
郡
役
所
へ
高

利
貸
説
諭
請
願
を
行
っ
た
。
請
願
は
却
下

さ
れ
た
が
、
三
人
は
翌
年
に
も
再
三
に
わ

た
り
郡
役
所
に
請
願
を
行
う
。
一
七
年

二
月
、
大
井
憲
太
郎
の
来
秩
に
よ
る
自
由

党
演
説
会
に
参
加
し
、
三
人
参
加
し
た

が
、
そ
の
一
人
が
善
吉
で
あ
っ
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
    

 

 

 

 

危
険
な
戦
争
への
道
で
あ
り
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

「
戦
争
す
る
な
！
ど
の
国
も
」
の
署
名
を
A

A

L

A
で

は
、
そ
の
年
の
A

S

E

A

N
議
長
国
（
今
年
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
）
に
届
け
て
い
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
を
平
和
と
協
力
の
共
同

体
に
し
て
い
く
た
め
に
、「
対
立
で
は
な
く
協
力
の
優
先
」

「
戦
争
し
な
い
ル
ー
ル
作
り
」「
東
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約
の

締
結
」
を
要
請
し
て
い
る
署
名
で
す
。
軍
事
同
盟
に
よ
る
対

立
で
な
く
、
対
話
を
積
み
上
げ
、
協
力
と
共
存
の
ア
ジ
ア
を

め
ざ
す
A

S

E

A

N
の
平
和
構
築
の
努
力
を
学
び
、

日
本
も
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
を
今
こ
そ
行
う

べ
き
で
す
。 

 
 

   

私も 
一言 

第
９
回

高
岸
善
吉
の
墓
碑 

 

篠
田 

健
一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秩父事件 
墓碑探訪 

 

 

 

 

 

 

「
戦
争
す
る
な
！
ど
の
国
も
」 

東
ア
ジ
ア
を
不
戦
、
平
和
、
協
力
、 

繁
栄
の
共
同
体
に 

 
 

 
 

埼
玉
A
A
L
A
事
務
局
次
長 

田
中
昌
子 

  
 

 
 

 

憲
法9

条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
を
今
こ
そ
‼ 

埼
玉
母
親
大
会
連
絡
会 
代
表
委
員 

 

川
上 

豊
子 

 

 
 
    

 
 

民
主
青
年
同
盟
埼
玉
県
委
員
長 

小
山 

森
也 

 
 
 
 

 

野
党
共
闘
で
勝
利
し
た
北
海
道
９
区
山
岡

議
員
へ
の
要
請
な
ど
、
初
め
て
紹
介
議
員

に
な
っ
て
く
れ
た
経
験
を
聞
き
、
紹
介
議

員
の
広
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

地
道
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
国
を
動
か
す

力
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

行
田
・
羽
生
支
部
は
、
支
部
結
成
以
来

４
年
連
続
で
署
名
支
部
目
標
を
達
成
し
、

参
加
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
今
ま
で
以

上
に
署
名
を
集
め
る
様
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

      

 

 

 

                      

短  

歌 

「
犠
牲
者
の
補
償
法
制
定
」
求
め
る
署
名
簿

を
丁
寧
に
国
会
議
員
に
お
願
い
す 

 
 

銀
幕
に
今
躍
動
す
る
伊
藤
千
代
子
も
平
和

と
自
由
求
め
獄
死
に 

川
口
市 

 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

初
夏

し

ょ

か

の
朝
猫
は
寝
床
で
顔
洗
い 

ど
く
だ
み
や
名
に
似
ず
花
の
き
よ
ら
か
さ 

春
日
部
市 

 

浅
子 

薫
衣 

麦
秋

む
ぎ
あ
き

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
への
想
い
馳
せ 

行
田
市 

  
 

大
野 

辰
男 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
連
帯
込
め
て
春
送
る 

さ
い
た
ま
市   

小
池  

荘
市 

川 

柳 

シ
エ
ル
タ
ー
に
核
の
恐
怖
を
見
る
思
い 

対
プ
ー
チ
ン
売
国
あ
べ
の
北
の
島 

春
日
部
市 

  

福
家 

駿
吉 

  

＊
初
心
者
大
歓
迎
。
毎
月
25
日
ま
で
に 

県
本
部
へ郵
便
か
F

A

X
で
・・・ 

 

                                          

 

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
開
始
か

ら
三
カ
月
以
上
経
過
し
、
女
性
を
含
む
多
く
の
人
た
ち
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
約
八
百
万
人

が
国
内
で
避
難
し
、
六
百
万
人
以
上
が
国
外
に
逃
れ
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
く
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
「
ロ
シ
ア
は
侵
略

や
め
よ
」「
国
連
憲
章
守
れ
」
の
一
点
で
団
結
し
、
ロ
シ
ア
の
プ

ー
チ
ン
政
権
を
追
い
詰
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ
て
岸
田
政
権
は
、「
敵
基
地
攻

撃
」「
核
共
有
」「
９
条
改
定
」「
軍
事
費
５
年
で
２
倍
化
」
の
大

軍
拡
の
道
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
大
軍
拡
の
道
は
、
国

連
憲
章
や
憲
法
９
条
の
理
念
と
は
相
反
し
、
軍
事
対
軍
事
の 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の「
国
会
請
願
」
で
し
た
が
、

今
年
は
、
全
国
22
都
道
府
県
か
ら
１
０
８

名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
、
埼
玉
県
か
ら

は
初
参
加
の
４
名
を
含
め
、
こ
れ
迄
最
高

の
19
名
が
参
加
、
長
野
な
ど
他
県
に
も
応

援
を
出
す
な
ど
し
て
大
活
躍
。
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
署
名
５
千
２
百
余
筆
を
持

参
し
て
、
昨
年
訪
問
で
き
な
か
っ
た
議
員

も
含
め
て
、
埼
玉
県
選
出
の
衆
議
院
議
員

７
名
、
参
議
院
議
員
２
名
の
国
会
議
員
を

訪
問
し
、
署
名
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

交
流
会
の
あ
と
、
北
海
道
か
ら
駆
け
つ

け
て
来
ら
れ
た
生
活
図
画
事
件
の
菱
谷
良

一
さ
ん
を
囲
み
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。 

 

「
請
願
行
動
」
に
参
加
し
て…

 

行
田
・
羽
生
支
部 

 

柳
澤 

暁 

国
賠
同
盟
の
国
会
請
願
に
は
初
め
て
の

参
加
で
す
が
、
私
が
要
請
し
た
議
員
は
、

過
去
に
紹
介
議
員
に
な
っ
て
く
れ
た
方
が

多
く
、
議
員
秘
書
が
要
請
文
と
署
名
簿
を

受
け
取
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
は
こ
び
ま
し
た
。  

終
了
後
の「
交
流
会
」
で
、
他
の
方
の
要

請
行
動
の
報
告
、
日
頃
か
ら
交
流
を
し
て 

「
国
会
請
願
」
に
、
埼
玉
か
ら

19
名
が
参
加
し
て
大
活
躍 

 

 
 

帰
郷
後
、
善
吉
は
小
鹿
野
町
の
料
理

店
で
落
合
寅
市
と
会
い
、
高
利
貸
征
伐

を
表
面
に
掲
げ
て
困
民
を
組
織
し
て
専

制
政
府
転
覆
を
約
束
。
そ
の
帰
路
、
坂

本
宗
作
を
呼
び
出
し
、
石
間
戸
大
二

郎
宅
で
そ
の
実
行
を
誓
い
合
っ
た
。
八

月
以
降
、
各
地
で
山
林
集
会
開
催
に
奔

走
。
九
月
七
日
、
大
宮
郷
の
田
代
栄
助

を
迎
え
て
要
求
四
項
目
を
決
め
た
会

議
は
善
吉
宅
だ
っ
た
。 

 

蜂
起
に
際
し
て
は
上
吉
田
村
の
小

隊
長
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
一
一
月
四

日
の
皆
野
本
陣
解
体
後
、
加
藤
織
平
と

と
も
に
東
京
の
自
由
党
本
部
を
目
指

し
神
田
で
逮
捕
さ
れ
た
。
一
八
年
二

月
、
善
吉
は
浦
和
重
罪
裁
判
所
か
ら
死

刑
判
決
を
受
け
た
。
五
月
一
七
日
、
熊

谷
監
獄
で
死
刑
執
行
と
な
っ
た
。 

善
吉
の
墓
の
左
に
あ
る
の
が
妻
マ
キ
の

墓
。
善
吉
の
墓
の
裏
面
に「
明
治
十
八

年
二
月
二
十
日 

三
十
六
歳
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
死
刑
判
決
が
出

さ
れ
た
日
。
建
立
当
時
は
戒
名
が
な
か

っ
た
が
、
事
件
百
年
の
年
に
お
寺
か
ら

「
誠
岳
善
陽
居
士
」の
戒
名
を
貰
っ
た
。 

 【
交
通
】西
武
秩
父
駅
よ
り
吉
田
元
気 

村
行
き
で「
石
間
戸
」
下
車
、 

徒
歩

一
〇
分
弱
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
菱谷良一さんを囲んで記念撮影、埼玉県代表団の面々 

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
が
、
真
理
を
求
め
、
非
科
学
的
な
思

想
と
闘
い
続
け
た
戸
坂
潤
の
闘
い
は
、
非
科
学
的
な
排
外

主
義
や
歴
史
修
正
主
義
が
氾
濫
す
る
今
日
の
時
代
に
、
鋭

く
問
い
か
け
、
告
発
す
る
大
層
な
創
作
劇
で
あ
っ
た
。 

戸
坂
潤
は
１
９
４
５
年
８
月
９
日
終
戦
の
僅
か
数
日
前
に

獄
死
し
た
。
彼
が
最
後
ま
で
闘
っ
た「
野
蛮
で
反
知
性
的
な

フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
終
末
を
見
る
こ
と
な
く
逝
っ
た
こ
と
は
悔
や

ま
れ
、
残
念
で
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
戸
坂
潤
の
闘
い
は
、
歴

史
逆
行
が
進
む
現
代
に
あ
っ
て
、
戦
争
と
学
問
、
政
治
と
科

学
、
そ
し
て
、
翼
賛
政
治
な
ど
、
様
々
な
事
を
想
起
さ
せ
、 

〝
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
〟
為
に
、
歴
史
を
振
返
り
、
こ
の
時

代
か
ら
何
を
学
ぶ
か
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
。
（
池
） 

K
 

  
 

 

青
年
劇
場
公
演
、
「
心
理
の

勇
気ｰ

戸
坂
潤
と
唯
物
研

究
会
」
を
観
て
・・・  
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